
雨水技評

評価認定対象技術：

　            年   月   日

雨水貯留浸透技術評価認定制度実施要領（１９９６年６月１日施行）に
基づき審査した結果、上記技術を総合治水対策及び水循環
再生等に寄与する技術と認め、下記のとおり評価認定する。

第     号

技術評価認定書

評価認定結果１．

評価認定有効期限４．

申請者５．

雨水の浸透施設として必要とされる機能を有すると認められる。
実用上必要な安全性を有すると認められる。
施工が容易であると認められる。
維持管理が容易に行えると認められる。
環境に配慮した工法であると認められる。

（１）
（２）
（３）
（４）
（５）

自　　        年       月      日            至　　        年       月      日

雨水貯留浸透技術協会公益社団法人

会　　長

記

　２０２１                 ２             １

２４ －２

２０２１                ２               １                                                    ２０２６                １          ３１

住　所　東京都八王子市左入町８７-１    スピーダーレンタル株式会社 

EGSM工法
（スクリューオーガータイプ・アースオーガータイプ）

評価認定の前提２．

留意事項・付言３．

（１）

（２）
（３）

評価の対象とした技術は、施設を構成する各部に適正な品質管理の
もとに製造された材料を用い、適正な管理のもとに施工されるものとする。
評価の対象とした技術は、特許法などにおいて違法性のないものとする。
本技術の評価は、申請者から提出された資料をもとに行うものとする。

EGSM工法のスクリューオーガータイプは、関東ローム・砂質土及び砂礫層（最大礫径50mm
以下）に、アースオーガータイプは、関東ローム・砂質土の他、砂礫層（最大礫径200mm以下）
に適用する。また、地下水位の高い地域での施工は、留意する必要がある。
なお、施工完了後には、施設の浸透試験を実施することが望ましい。








